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文 化 ス ポ ー ツ 課 

 

 平成 28 年 12 月 31 日現在における平成 28 年度の予算及び事務事業の執行状況について定

期監査を実施したので、その結果について概要を述べる｡ 

 

１  職員の配置状況 

当課の職員は課長１人、文化係２人、スポーツ係３人、国体準備係１人の計７人が配置

されている。このほかに、文化係に嘱託職員２人、スポーツ係、国体準備係に 1 人の嘱託

職員が配置されている。 

 

２  予算の執行状況 

当課に係る歳入は、予算現額 3,344 万 7,000 円に対し、調定額 429 万 2,320 円、収入済

額 415 万 6,460 円で、収入率は対予算 12.4％、対調定 96.8％となっている。 

収入済額の内訳は、使用料及び手数料の教育使用料 415 万 6,110 円（文化会館使用料等

の社会教育使用料 94 万 5,260 円、体育施設等使用料等の保健体育使用料 321 万 850 円）、

諸収入の雑入 350 円（コピー機使用料ほか）となっている。 

  一方歳出は、職員の給与費を除く予算現額 3,867 万 6,000 円に対し、執行済額は 2,935

万 9,886 円で 75.9％の執行率である。 

   執行済額の主なものは、次のとおりである。 

（1）社会教育費 

    社会教育費（文化会館費）の執行済額は 777 万 2,764 円で、報酬 335 万 2,250 円（社

会教育施設管理事務嘱託員ほか）、賃金 21 万 1,552 円（事務補助員ほか）、需用費 66 万

3,911 円（消耗品費、印刷製本費ほか）、委託料 199 万 8,400 円（「市町村による青少年

劇場」公演、「いさのおんがくたい」及び「劇団ワークショップ劇団いさ」関係事業ほか）、

備品購入費 73 万 5,804 円（自動体外式除細動器（AED）、文化会館用展示パネル購入ほか）

などである。 

（2）保健体育費 

    保健体育費の執行済額は 2,158 万 7,122 円で、各目の執行済額は次のとおりである。 

      保健体育総務費の執行済額は 1,340 万 2,337 円で、報酬 214 万 2,650 円（スポーツ推

進事務嘱託員、スポーツ推進委員、国体準備事務嘱託員ほか）、報償費 90 万 8,935 円(市

民体育祭実行委員出会等報償費、マスゲーム指導謝金・ふれあい駅伝大会等の報償品ほ

か)、需用費 55 万 9,146 円（消耗品費、印刷製本費ほか）、備品購入費 131 万 3,280 円（ワ

ンタッチテントほか）、負担金補助及び交付金 786 万 7,014 円（姶良・伊佐地区体育協会

連絡協議会伊佐支部負担金、県民体育大会出場補助金、伊佐地区駅伝運営委員会運営補

助金、第 75 回国民体育大会伊佐市準備委員会補助金ほか）などである。 

   体育施設費の執行済額は 818 万 4,785 円で、需用費 118 万 5,476 円（消耗品費、印刷

製本費ほか）、委託料 436 万 7,520 円（市営プール警備・監視・受付業務、菱刈環境改善

センターピアノ保守点検業務）、備品購入費 239 万 3,444 円（乗用型草刈機、コースロー

プ、自動体外式除細動器（AED）購入ほか）などである。 
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３ 主な事務・事業の執行状況 

事務事業名 
執行済額（円） 

（予算現額） 
事業内容及びその効果 

文化会館運営事

業 

4,941,816 

（6,592,000） 

 

【事業内容】 

 市民に文化活動の場を提供するために、施設の安定

した運営に必要な措置を講ずるとともに、市の文化芸

術の振興を図る。 

 ・報酬 3,352,250 円  

   嘱託職員 2 人 （舞台技術員、一般事務員） 

 ・賃金  211,552 円 

        （文化会館事務 10 月～12 月） 

 ・委託料  86,400 円  （ピアノ調律 2 台） 

 ・備品購入費 735,804 円  

（文化会館 AED、展示用パネル、業務用掃除機） 

 ・保険料 16,530 円 （施設賠償責任保険料等） 

【事業効果】 

 適切な会館運営により、利用者に安心安全で快適な

場を提供し、市民の文化活動の拠点として機能させて

いる。 

 

文化芸術事業 

 

1,556,480 

（2,142,000） 

 

【事業内容】 

 地域住民に気軽に親しみやすい音楽・舞台鑑賞機会

を提供するとともに、市民団体との協働による運営を

実施し、有能な人材の発掘及び育成・支援を行い、地

域の文化力向上に資する。 

 

（1）和太鼓の使用に関する講習会（5/24） 

参加者 38 人 

（2）市町村による青少年劇場[演劇]（10/21） 

                  観客 175 人 

（3）「いさのおんがくたい」ミニ・コンサート等 

                 音楽 通年 

 ・委託料（業務委託料） 1,412,000 円 

  ①いさのおんがくたい    1,034,000 円 

  ②市町村による青少年劇場公演委託 378,000 円 

 

【事業効果】 

講習会や音楽・演劇などの文化事業を通して、文化

振興の推進に努めている。 

 

中高生連携推進

事業（文化交流） 

1,274,468 

（1,579,000） 

 

【事業内容】 

 市内の中学生と高校生及び市民等が芸術文化活動を

通じて交流を深めることで、高校振興に寄与する。 

 

（1）初心者のための吹奏楽入門（楽器指導） 

   参加者 45 人（2 中学校・3 高校）5/14.28.29 

（2）カリスマスキルアップ事業（吹奏楽指導） 

   参加者 73 人（2 中学校・2 高校） 6/26・7/9 
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（3）演劇ワークショップ「劇団いさ」 

   参加者 5 人、観客 166 人、（2 日間 12/17・18） 

（4）本物感動文化フェステバル吹奏楽部門 10/16 

出演 69 人（2 中学校・2 高校）観客 330 人 

（5）本物感動文化フェステバル文化ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ部門） 

   出演 89 人（市内中高校生を中心とする市民等） 

   観客 535 人 （2 日間 12/17・18） 

  

事業費 

（1）報償費 394,266 円（楽器・吹奏楽指導 謝金） 

（2）委託料 500,000 円（演劇ワークショップ業務委託） 

 

【事業効果】 

 事業を通じて中学生・高校生の間の交流、中高生と

市民等の交流が促進された。 

 

生涯スポーツ育

成支援事業 

4,958,063 

（7,922,000） 

 

【事業内容】 

1.スポーツ推進委員関係 

（1）定例会 ３回 

（2）県スポーツ推進委員会研究大会（10 月：西之表市） 

2.夏休み子どもスポーツ教室 

（1）水泳教室 （8/2～5） 4 回 参加人数 30 人 

（2）カヌー教室（7/21～8/10）7 回 参加人員延べ 113 人 

3.伊佐市民体育祭（10/9）雨天中止 

実行委員会（2 回）、運営委員会（1 回） 

4.マスゲーム講習会 

全体講習会（１回）、校区講習会（28 回）  

5.第 9 回ふれあい駅伝競走大会（12/4） 

出場チーム 15 チーム 出場者 195 人  

6.スポーツ少年団関係 

少年団数 25 団、団員数 363 人、指導者数 103 人 

（1）市少年団全体交歓大会 6/18 

（2）県競技別交歓大会 4 種目、6 団体参加 

 

7.予算関係 

 ・報酬 1,422,650 円（各委員・嘱託職員） 

 ・報償費 844,343 円（出会報償、賞品等） 

 ・役務費 33,850 円（スポーツ安全保険等） 

 ・備品購入費 1,313,280 円 

ワンタッチテント 10 張、ドーム型テント 2 張 

 ・補助金 288,000 円 

伊佐市スポーツ少年団育成補助金 

 

【事業効果】 

 市民のだれもが親しみやすいスポーツ・レクリエー

ション活動を推進し、市民の健康保持・増進と体力づ

くりに努めるとともに、市体育協会や各種競技団体等

との連携を図り実施した。 

 スポーツ推進委員は、定例会や研修会に参加し、資

質の向上に努めるとともに、市・校区・スポーツクラ

ブ等の行事に企画から運営まで積極的に携わり、スポ

ーツの振興に努めた。 

 菱刈カヌー競技場で行ったカヌー教室は、カヌーの
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楽しさを体験するとともに技術の習得が図られた。市

民プールで開催した水泳教室は、30 人の小学生が参加

し、クロールでの泳力が向上した。 

 第 8 回市民体育祭は、高校生を実行委員会に参画し

てもらい放送などの役員や集団演技、また、新たな取

組みとして木場先生による木場式トレーニングを準備

運動で取り入れる予定だったが前日から降雨により中

止とした。第 9 回ふれあい駅伝競走大会は、競技を通

して市民の融和が図られた。 

 スポーツ少年団活動は、地域における青少年健全育

成の中核として、研修会や交歓大会を企画するととも

に、異年齢集団の特長を活かしながら各指導者や育成

会が自主的な活動に取り組んでいる。 

 

競技スポーツ育

成支援事業 

5,832,702 

（6,246,000） 

 

【事業内容】 

1.第 70 回県民体育大会（9/17～18） 

           出場補助 2,800,000 円 

・20 競技、27 種目 323 人出場 

・3 位以団体競技 3 種目、3 位以内入賞者 7 人 

2.伊佐地区駅伝運営委員会補助 1,805,000 円 

3.全国大会出場補助  660,000 円 

（1）第 16 回全日本少年少女空手道選手権大会 

（空手）選手 2 人、引率 1 人    （東京） 

（2）全国官公庁野球連盟第 67 回中央大会 

  （軟式野球）選手 19 人、引率 1 人 （東京） 

（3）第 46 回少林寺流全国空手大道大会  

  （空手）選手 5 人、引率 1 人    （広島） 

（4）第 29 回全国グラウンド・ゴルフ交歓大会 

（グランド・ゴルフ）選手 5 人   （佐賀） 

（5）第 24 回全国中学生空手道選手権大会 

  （空手）選手 3 人、引率 1 人    （新潟） 

（6）第 4 回スモールドラゴンボート日本選手権大会 

  （ボート）選手 19 人、引率 1 人   （滋賀） 

4.伊佐市体育協会補助 403,900 円 

   伊佐市体育協会、県体育協会 

5.ナイター陸上競技大会（8/20）120 人出場 

 

【事業効果】 

市体育協会をはじめ、各スポーツ団体等と連携を密

にし、競技スポーツの育成・向上に努めている。 

伊佐地区陸上競技協会と連携し、ナイター陸上競技

大会を開催し、陸上競技者の育成により底辺拡大が図

られた。 

市体育協会、伊佐地区駅伝運営委員会、姶良・伊佐

地区体育協会連絡協議会伊佐支部及び全国大会出場者

への支援を行った。 

市体育協会は、各競技団体と連携し、各種スポーツ

大会の開催や広報紙を発行し、スポーツの振興啓発に

努めた。 

県民体育大会は、伊佐地区から 20 競技 27 種目 323

人が参加した。各競技団体が選手の育成及び競技力の

向上に努め、3 位以内団体競技 3 種目、3 位以内個人競



 - 5 - 

技に 7 人が入賞した。 

また、空手道など 58 人が全国大会に出場し、競技力

の向上に努めた。 

 

国体・高校総体 

カヌー競技準備

事業 

2,611,572 

（4,575,000） 

 

【事業内容】 

 第 75 回国民体育大会及び平成 31 年度全国高校総合

体育大会の伊佐市での開催に向けて準備を行なう。 

 

1.報酬 720,000 円 

（嘱託職員報酬、国体等事務補助職員） 

2.賃金 313,372 円（国体準備係事務補助職員 1 人） 

3.旅費  10,200 円（費用弁償） 

4.負担金補助及び交付金 1,568,000 円 

 ・第 75 回国民体育大会伊佐市準備委員会補助金 

                1,568,000 円 

 ・カナディアン 4 人艇 1 艇購入補助（3 月予定） 

                1,550,000 円 

   

【事業効果】 

 平成 32 年開催のかごしま国体及び平成 31 年全国高

校総体の開催を円滑に進めるため、伊佐市準備委員会

に対し補助金を交付した。 

 

体育施設運営事

業 

2,793,081 

（3,854,000） 

 

【事業内容】 

 市民が生涯にわたりスポーツを楽しみ健康や体力の

保持増進ができるよう、社会体育施設の安定した管理

運営とそれに必要な措置を講ずるとともに、安心安全

で利用しやすい施設の提供を進める。 

 

1.修繕料    107,536 円（備品修繕）  

2.備品購入費  1,948,700 円 

 ・ワイヤレスメガホンセット 3 台 

 ・背負式草刈機 1 台（総合運動公園） 

 ・AED 3 台  

（総合体育館・体育センター・山野地区体育館） 

 ・AED 収納ボックス 1 個 （体育センター） 

 ・10 型消火器蓄圧式 4 本、格納箱スチール制 7 個 

（トレーニングセンター） 

 ・乗用型草刈機 1 台（総合運動公園） 

 ・アルミブリッジ 1 式（総合運動公園） 

 

【事業効果】 

 老朽化の著しい施設も多いが、こまめなメンテナン

スにより、施設を維持している。施設利用者は例年と

おりの利用者となっている。 

今後も教育委員会総務課施設管理係と連携を図りな

がら安心安全で利用しやすい施設の提供に努めるとと

もに、利用促進に努める。 
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市営プール運営

事業 

4,975,489 

（5,175,000） 

 

【事業内容】 

 市営プール運営管理として、小・中・高校生の夏休

み期間中に市営プールを開放し、子どもたちの体力増進

や健康保持を図る。また、水泳教室、小学生水泳記録会

等にも開放している。 

 

1.委託料 施設業務委託 4,324,320 円 

2.備品購入費        192,564 円 

  ・折りたたみプールフロア 1 台 

  ・コースロープ（25m 用） 3 本 

 

【事業効果】 

 市営プールも他の施設と同様に老朽化が著しく、閉

鎖も考えられる状況であったが、夏休み期間中の子ど

もたちの体力増進や健康保持及び河川での水難事故等

を考慮し、補修を行い開放した。前年度を上回る利用

があった。 

 なお、老朽化が著しい中で、安心安全な施設運営、

経費等も考慮し、継続についても今後十分な検討が必

要である。 

 

環境改善センタ

ー運営事業 

416,215 

（591,000） 

 

【事業内容】 

菱刈環境改善センター運営 

施設の業務運営に支障が出ないよう必要な措置を講

じている。 

 

1.委託料    43,200 円 （ピアノ調律 1 台） 

2.一般消耗品  80,564 円 

3.備品購入費 252,180 円 

    （AED 1 台、収納ボックス、消火器 2 本） 

 

【事業効果】 

安心安全で利用しやすい施設の提供に努めるととも

に、利用促進に努めていきたい。 

 

 

４ 委託の実施状況 

補助

単独

の別 

委 託 業 務 名 
契約金額 

（円） 
契約の相手方 

契約 

方法 
契約の期間 

単独 
文化会館ピアノ保守点検

業務 
86,400 株式会社 十字屋 

随意 

契約 

H28.4.20 

～H29.3.31 

単独 
平成 28 年度「市町村によ

る青少年劇場」公演委託 
378,000 

公益社団法人 日本

児童青少年演劇協会 

随意

契約 

H28.7.22 

～H28.10.21 

単独 
「いさのおんがくたい」

関係事業委託 
1,034,000 

いさのおんがくたい

実行委員会 

随意

契約 

H28.5.2 

～H29.3.15 
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単独 
「演劇ワークショップ劇

団いさ」関係事業委託 
500,000 演劇集団非常口 

随意 

契約 

H28.5.2 

～H28.12.22 

単独 
市営プール警備・監視・

受付業務等委託 
4,324,320 

第一相互警備保障

有限会社 

随意 

契約 

H28.7.13 

～H28.9.5 

単独 
菱刈環境改善センターピ

アノ保守点検業務 
 43,200 株式会社 十字屋 

随意 

契約 

H28.4.20 

～H29.3.31 

 

 

５ 負担金及び補助金の支出状況 

(1)  主な負担金の支出状況は、次のとおりである。 

団   体   名 
負担金額

（円） 
事業内容等及びその効果 

全国公立文化施設協会  28,000 

全国公立文化施設協会は、文化庁からの委嘱事業

として公立文化施設活性化事業や本物の舞台芸術鑑

賞事業等を企画する団体である。本協会に加入して

いることで、今後の自主事業を企画する際において

効果が期待できる。 

姶良・伊佐地区体育協会

連絡協議会伊佐支部 
288,724 

姶良・伊佐地区内の体育協会との連携・協調と地

区社会体育の振興を図る。 

・スポーツの普及振興 

・体育に関する行事の主催並びに後援 

・市民の本位や体力の向上に関する調査・研究 

 県民体育大会地区大会の開催やスポーツ少年団の

育成など、伊佐地区の社会体育の中心的な役割を担

っている。 

姶良・伊佐地区スポーツ

推進委員連絡協議会 
 28,500 

 スポーツ推進委員の資質の向上を図り、相互の連

絡を密にし、姶良・伊佐地区民の体力向上と健全な

体育・スポーツの振興に寄与している。 

・スポーツ推進委員相互の連絡提携 

・体育事業に対する協力・援助 

・体育レクリエーションの啓発宣伝等 

鹿児島県スポーツ推進

委員連絡協議会 
24,890 

スポーツ推進委員の資質向上を図り、県民の健全

な体育・スポーツの振興を図る。 

・研究大会、講習会の開催 

・体育事業に対する協力・援助 

・体育レクリエーションの啓発宣伝等 

 

 

(2)  主な補助金の支出状況は、次のとおりである。 

団 体 名 事 業 名 補助金額 事業内容等及びその効果 
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伊佐市スポーツ

少年団 

伊佐市スポー

ツ少年団育成

補助金 

  288,000 

 

伊佐市スポーツ少年団の普及と育成、及び

活動の活性化を図り、青少年スポーツを振興

し、青少年の心身の健全な発達に資する。 

スポーツ少年団の登録、体力テスト等の活

動の普及指導、交歓大会の実施、県内・国内

交流行事への派遣、広報活動、研修会の実施

等。 

スポーツ活動のほか、レクリエーション活

動、社会活動等を行い、異年齢集団の特長を

活かしながら自主的な活動を展開している。 

姶良・伊佐地区

体育協会連絡協

議会伊佐支部 

県民体育大会

出場補助金 
2,800,000 

  

鹿児島市を中心に開催し、広く県民にスポー

ツを普及して、健康増進と体力の向上を図り、

地域スポーツの振興に寄与する。 

 伊佐地区は、20 競技に 27 種目に 323 人出

場、3 位以内の団体種目は 3 種目。3 位以内の

個人入賞者は 7 名で、前回を上回った競技が

4 競技あった。 

 高校生の上位入賞や、競技力の高い選手、

安定した実力をもつベテランの活躍が他の選

手に刺激となった。また、敗れはしたものの、

強豪相手に善戦した競技も多く、観客に感動

を与え、日ごろの練習の成果を発揮できた。 

 

全国大会出場各

団体（個人） 

全国大会出場

補助金 
660,000 

 

本市におけるスポーツの振興と競技力の向

上に資するため、スポーツに関する競技会等

に参加する者に対し、スポーツ大会出場補助

金を交付している。 

 

第 16 回全国少年少女空手道選手権大会（東

京）、全国官公庁軟式野球連盟第 67 回中央大

会（東京）、第 46 回少林寺流全国空手道選手

権大会（広島）、第 29 回全国グランド・ゴル

フ交歓大会（佐賀）、第 24 回全国中学生空手

道選手権大会（新潟）、第 4 回スモールドラゴ

ンボート日本選手権大会ボート（滋賀）など

代表として、全国の各スポーツ大会に出場し

た選手は、各種目の競技力向上や意識の高揚

が図られた。 

 

伊佐地区駅伝運

営委員会 

伊佐地区駅伝

運営委員会運

営補助金 

1,805,000 

 

県下一周駅伝競走大会・県地区対抗女子駅

伝競走大会に伊佐地区として参加にあたり、

成績の向上を図るため、駅伝選手の確保及び

養成、駅伝選手の強化、駅伝の普及、経費の

確保等駅伝の振興に関する事業を行う。 

活動を円滑に行うため、3 つの部会（講演

会、広報普及部、指導部）を設置し、駅伝競

技の振興に努めている。 
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伊佐市体育協会 
伊佐市体育協

会運営補助金 
  403,900 

 

スポーツを通して、市民の体力の向上を図

り、明るく健全なまちづくりと社会体育の振

興を図るため、各種スポーツ大会の開催、ス

ポーツクラブやスポーツ少年団の育成強化、

体育・スポーツの啓発、奨励及び普及、市民

体育祭の開催等の事業を行っている。 

各競技団体への支援や、県民体育大会への

協力、市民体育祭等スポーツイベント開催や

スポーツ少年団の育成支援に努め、広報紙を

発行し、広報活動の充実を図り、生涯スポー

ツの振興に寄与している。 

 

第 75 回国民体

育大会伊佐市準

備委員会 

第 75 回国民

体 育 大 会 伊

佐 市 準 備 委

員会 

1,568,000 

 

第 75 回国民体育大会において、伊佐市で開

催される競技会の円滑な運営に必要な準備を

行なうため、伊佐市準備委員会に補助金を支

出し、先進地視察、競技役員の養成及び地元

選手の強化を行った。 

 

 

 

６ 財産管理の状況 

 土地・建物の管理状況は、次のとおりである。 

種   別 面  積（㎡） 内       訳 

土   地 186,934.13 

（1）文化会館             17,191.37 ㎡ 

（2）総合運動公園           90,462.34 ㎡ 

（3）農村公園              39,555.00 ㎡ 

（4）カヌー艇庫（旧カヌー艇庫含む）   5,590.00 ㎡ 

（5）西太良ナイター広場         5,830.00 ㎡ 

（6）田中体育広場（トイレ含む）     9,438.37 ㎡ 

（7）湯之尾体育広場           8,343.00 ㎡ 

（8）本城体育広場            10,524.05 ㎡ 

建   物 16,513.27 

（1）文化会館              4,158.13 ㎡ 

（2）大口地区体育施設（総合体育館ほか） 5,860.77 ㎡ 

（3）下殿多目的広場便所           6.45 ㎡ 

（4）山野地区体育館            727.00 ㎡ 

（5）農業者トレーニングセンター     1,655.07 ㎡ 

（6）農村環境改善センター        1,199.77 ㎡ 

（7）農村公園（管理棟、野外音楽堂ほか）  796.29 ㎡ 

（8）カヌー艇庫（旧カヌー艇庫ほか含む）   402.44 ㎡ 

（9）本城体育広場遠的射場（東屋、ﾄｲﾚ含む） 98.70 ㎡ 

（10）田中体育広場東屋、トイレ        53.65 ㎡ 

（11）屋内ｹﾞｰﾄﾎﾞｰﾙ場（ﾄｲﾚ倉庫含む）   1,555.00 ㎡ 
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７ 体育施設等利用状況（４月～12 月） 

大口地区体育施設等利用状況            

施   設   名 
利  用  者  数（人） 

平成 28 年度 平成 27 年度 

文 化 会 館 16,370 18,825 

大

口

地

区

体

育

施

設 

総 合 体 育 館 13,426 11,963 

体 育 セ ン タ ー 11,795 12,401 

陸 上 競 技 場 7,671 10,496 

市 営 球 場 2,025 2,629 

武 道 場 3,495 3,611 

テ ニ ス コ ー ト 1,407 1,952 

弓 道 場 1,339 1,005 

卓 球 場 1,453 1,051 

小     計 42,611 45,108 

市 営 プ ー ル 9,171 8,396 

合    計 68,152 72,329 

 

 

菱刈地区体育施設等利用状況            

施   設   名 
利  用  者  数（人） 

平成 28 年度 平成 27 年度 

環 境 改 善 セ ン タ ー 13,553 7,380 

野  外  音  楽  堂 3,154 1,440 

菱

刈

地

区

体

育

施

設 

農 村 公 園 運 動 広 場 10,031 11,736 

多 目 的 コ ー ト 1,531 1,925 

トレーニングセンター 9,295 6,874 

弓 道 場 988 1,033 

本 城 体 育 広 場 3,107 2,085 

田 中 体 育 広 場 3,737 1,768 

湯 之 尾 体 育 広 場 974 599 

小     計 29,663 26,020 

合    計 46,370 34,840 

      

施設利用者数の合計（人） 

平成 28 年度 平成 27 年度 

114,522 107,169 
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８  現地監査 

田中体育広場（駐車場）、湯之尾体育広場（グランド）、カヌー艇庫の土地並びに田中

体育広場トイレ（木造平屋建）、同東屋（木造）、カヌー艇庫（鉄骨造）、ボート置き場・

倉庫（鉄骨造）、屋内ゲートボール場（鉄骨造）、同横トイレ倉庫（軽量鉄骨造）の建物

の管理状況について、それぞれ現地監査を実施した結果、いずれも概ね良好に維持管理

されていることを認めた。        

 

９ その他 

当課で整備保管すべき財務に関する諸帳簿等は、おおむね良好に整備保管されているこ

とを認めた。 


